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1 ．はじめに
存在を表す「有」，「在」構文1）における日本人学生
の誤用研究について，張正石（1990）は，日本人留学
生が「有」の代わりに「在」を使用するのは，日本語
の「在」と「有」という言葉はどちらも「ある/いる」
であると考えているためだと述べている．それを基に，
学生の言葉の誤用を解決するための一般的な方法を提
案した．それは，言葉を解説するときに，二つの言語
に対応した言葉を対比してその異同を見出し，学生が
機械的に学んだ言葉を母国語の言葉と置き換えること
を避ける方法である．しかし，張正石は中国語の「在」
と「有」と日本語の「ある/いる」をどのように比較
するかについて具体的に説明していない．張軼欧（2015）
は日本の大学生の存現文2）を表す「有」と「在」の誤
用の原因について次のように述べている3）．
　关于存现句的偏误主要是“有”和“在”的误用，
其生成原因主要在于由于两者的日语解释 都是“…に
ある，…にいる”而造成的使用条件的不明确．在讲解
这样的存现句时，我们建议用这样的对比公式对两者进
行区别，“场所＋有＋非特定的人或物”，“特定的人或
物＋在＋场所”（訳：存現文における誤用は主に「有」，
「在」の誤用である．その誤用の原因は、中国語の「有」
と「在」が日本語で訳すとどちらも「ある/いる」で
あるため，中国語「有」と「在」の使用条件が不明瞭
なことである．こうした存現文を解説する際、両者を
区別するために後述の 2つの公式を対比して使用する
ことを勧める.“場所＋有＋非特定な人またはモノ”，
“特定な人またはモノ＋在＋場所”.）
つまり原因は，中国語の「有」と「在」が日本語で
訳すとどちらも「ある/いる」であるため，中国語の
「有」と「在」の使用条件が不明瞭なことである．張
軼欧は「場所＋いる/ある（有）＋非特定の人や物」，
「特定の人や物＋いる/ある（在）＋場所」という対
比の公式を提案している．上記 2つの公式（郭，
2000；相原，1996）は，日本では多くの中国語教材に
おいて言及されている．しかしこれらの研究は，中国
語と日本語の対照的な分析に欠けている．対照言語学
によれば言語には多くの共通点と相異点があり，これ
らの異同点は，学習者の第 2言語の学習における転移
の根源となる． 2つの言語に共通点があれば，正の転
移になる可能性がある．つまり，中国語の存在を表す
「有」，「在」構文と日本語の存在を表す構文「ある/
いる」との間の類似点を見つけることができれば，日
本人学習者が存在を表す「有」，「在」構文を理解しや
すくなるといえる．
本稿では，まず東北大学の学生を例に，日本人学習
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─  72  ─
張 立波・存在を表す「有」・「在」構文における日本人学習者の誤用分析及び教授法への示唆
者の存在を表す「有」，「在」構文の誤用を分類した上
で言語生得論、生成文法理論に基づく誤答分析（小那
覇，2003）によって誤用の原因を分析し，さらに，構
造主義言語学における対照分析（小那覇，2003）とい
うアプローチで中国語と日本語の類似点を明らかにす
る．そして中国語における存在を表す「有」，「在」構
文の日中対照教授法を 2つ提案し，それらの教授法に
ついて学生への具体的な詳説方法について紹介する．
2 ．存在を表す「有」，「在」構文における日本
人学生の誤用パターン及び誤用原因の分析
2.1　存在を表す「有」，「在」構文における日本
人学生の誤用パターン
本稿では東北大学の学生のテスト回答及び宿題130
部を例にして，日本人学習者における存在を表す「有」，
「在」構文の誤用を分類する．
第一類は動詞“有”，“在”，“是”の混用．
（1）＊我的书包有椅子上．（課）4）5）
　　訳：私の鞄は椅子の上にあります．
　　正解：我的书包在椅子上． 
（2）＊那里在两只猫．（試）6）
　　訳：あそこには猫が 2匹います．
　　正解：那里有两只猫．
（3）＊那儿是两只猫．（試）
　　訳：あそこは猫が 2匹います．
　　正解：那里有两只猫．
第二類は動詞“有”と“在”の漏れ．
（4）＊你的课本哪儿？（課）
　　訳：あなたの教科書はどこにありますか．
　　正解：你的课本在哪儿？
第三類は語順の間違い及び動詞の混用
（5）＊两只猫在那里．（試）  
　　訳：あそこには猫が2匹います．
　　正解：那里有两只猫．
（6）＊书包里有我的课本．（課）
　　訳：私の教科書は鞄の中にあります．
　　正解：我的课本在书包里．
第四類は否定文に見られる誤用．
（7） ＊他今天没有家．（課）
　　訳：彼は今日家にいません．
　　正解：他今天不在家．
上記の表 1からわかるように，第 1類と第 3類の誤
用者数が多く，それぞれ誤用者数の全体の43%と38%
を占めている．
2.2　存在を表す「有」，「在」構文における誤用
原因の分析
2.2.1　難易度の階層からの考察
日本の「中国語初級段階学習指導ガイドライン」と，
中国国内の教材が最も一般的に参照している基準「国
際漢語教育共通の大綱」では「有」，「在」を表す構文
が大学一年生の学習内容とされている．しかしこれら
の大綱は，学習者が容易に習得できるかどうかではな
く，中国語の日常使用頻度に重点を置いていると考え
られている．Ciffor Prator（1967）は，文法的難易度
の本質を 6つのカテゴリー（本稿では難易レベルモ
ジュールと称する）にまとめている．このカテゴリー
では，言語の文法的難易度を 6レベルに分け，レベル
が 0から 5に上がるにつれて難易度が次第に高くな
る．その中でレベル 0は正の転移（transfer）と呼ばれ，
二言語間に相異や対照が存在しない場合を指すが，学
習者は第 1言語の構造を目標言語にそのまま（正の）
転移することができる．この転移は問題を伴わないも
のとされる．難易度が最も高いとされるレベル 5は分
裂（split）と名付けられ，学習者の第 1言語の言語項
目のひとつが目標言語では二つあるいはそれ以上の項
目に分けられる場合を指す．この場合，学習者は第 1
言語によって形成された言語習慣を克服する必要があ
るため，新たな区別の仕方を学ばなくてはならない．
日本語には存在を表す動詞「有」と「在」のような区
別がない．日本人の学生にとっては母国語のひとつの
表現形式が目標言語の中国語において二つの表現形式
になり，「難易レベルモジュール」で判断して最も難
しいレベルとなっている．そのため，存在を表す「有」
表1.  誤用のパターンと誤用者数 
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と「在」の構文は日常的に使用頻度が高い.しかし,文
法的構造難易レベルの観点から見ると，学習者にとっ
ては習得が比較的難しいのである．
2.2.2　日中文法の特徴からの考察
日本語は膠着語であるので各名詞の後ろに助詞とい
うマーカーがあり，そのため語順が比較的自由である．
このことは，語順の変動が文の意味に大きく影響しな
いことを意味している．例えば，日本語の「ある」構
文の「～に～がある」は「～が～にある」に語順を変
えることができ，また「～に～がある」も「～には～
がある」に変えることができる．このように日本語の
存在を表す「ある」構文は，その形が多様化している
（白愛仙，2009）．日本人の学習者がしばしば“桌子上
有书”と“书在桌子上”と同じだと考えているのは，
このことが理由だろう．一方，中国語は孤立語として
語順が厳しく制限されている．それと同時に助詞が日
本語ほど発達していないため，動詞によって「～に～
がある／いる」と「～は～にある／いる」と区別がな
されているのである．
中国語の教員は通常，最初の中国語の授業の時に，
日本語の語順は“S＋O＋V”となっているが，中国語
の語順は“S＋V＋O”であることを“我去学校”といっ
た例を挙げながら，日本人の学習者に説明している．
中国語の語順は英語の語順と同じだと説明している教
員もいる．しかし学生が「有」構文を学ぶときには，「あ
る」は動詞であるのに，なぜ「ある」の前にある名詞
は一般的な名詞ではなく，時間や空間を表す名詞であ
るのかと混乱してしまう場合がある．木村（2011）は，
存在を表す「有」構文は，主語の位置にある言葉が一
般名詞ではなく時間や空間を表す言葉であり，目的の
位置にある言葉は一般的に不定を表す言葉でしばしば
数語を伴っているため，特殊な文型であると述べてい
る．したがって，授業で存在を表す「有」構文を説明
するときには，教師が学生に「有」という動詞が一般
的な動詞と違うことを説明する必要がある．特殊な文
型であるということを教えていなければ，「有」構文に
おいて，学生が時間や空間を表す名詞を動詞の後に置
く可能性がある．上記の誤用文（ 1）＊“我的书包有
椅子上 .”はこのような誤用の例である．また，上述し
たように最初の授業の時に，中国語の語順は英語の語
順と同じだと紹介する教員がいるが，英語では通常，
時間や空間を表す名詞を動詞の後に置く．これも上述
した学生の誤用を招くもうひとつの理由であるといえ
る．
2.2.3　教材からの考察
日本の大学の初修中国語教材における存在を表す
「有」，「在」構文の出現順序は，「是」構文，動詞述語
文，形容詞述語文を学習した後の， 4番目または 5番
目である．短い学習時間において， 4から 5のまった
く異なる文型を理解し，身につけることは日本人の学
生にとっては難しい．そのため，「有」，「在」構文を
学習する際には限られた既習の中国語の知識を使いが
ちになる．これによって引き起こされる誤用は目標言
語の知識の負の転移とも呼ばれている．例えば，上記
の誤用文（ 3）＊“那儿是两只猫”は，存在を表す「有」
構文の代わりに既習の「是」構文を使用してしまうた
めに起こる誤用である．これは，目標言語のルールが
身についていない学生が，既習の限られた目標言語知
識で新しい言語問題を解決しようとするためであると
考えられる．
「有」，「在」構文の文法構造に関する研究は多様で
あるため，それに伴い教科書の「有」構文の説明にも
差異が見られる．例えば，ある教科書では，「有」構
文について次のように述べている．
　ある場所に人や物が存在したり，誰かが物などを
所有したりする表現．目的語の前にはよく数量表現が
用いられるが，疑問や否定はその限りではない．「ある，
もつ」の意味．
　主語＋“有”+（数量表現）＋目的語
例：
你有时间吗？
我家附近有一个图书馆．（楊・張，2017）（図 1）7）
図1
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図2 
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つまり，上記の教科書は「有」構文を“S＋有＋O”
と説明している．この説明は所有を表す時には，例え
ば，“你有时间吗？（あなたはお時間がありますか）”
という文における「有」については問題がないが，し
かし，“我家附近有一个图书馆．（我が家の近くに図書
館があります）”という文における「有」については，
“場所＋有＋人/物”と説明したほうが学生は理解し
やすいのではないだろうか．
筆者は，大学初修中国語教科書で「有」，「在」構文
についてどのように説明がなされているかを調べてみ
た．日本の大学初修中国語教科書では，「有」，「在」
構文の説明について 2通りのパターンがある．ひとつ
は例文だけを挙げ，説明はないパターンで，もうひと
つはまず日本語で簡単に説明をした後で中国語の文型
を解釈し，例を挙げるパターンである．ここで，二つ
目のパターンについて確認しなければならないことが
ある．例えば，存在を表す「有」について，
場所＋“有”+人/物  （…に～がいる/ある） 
例：那儿有很多人．桌子上没有电脑．
 場所が先行する場合は“有”を用いるが，人·物が先
行する場合は“在“を用いる（竹島・趙，2015）（図 2）．
上記の教材は「有」と「在」をどのように区別する
かについて，場所が先行する場合は「有」を用いるが，
人や物が先行する場合は「在」を用いるというように
説明している．そうであるなら，例えば“我家有一只
猫（私の家には猫がいる）”と“我家在仙台（私の家
は仙台にある）”はどのように違いを理解すれば良い
のだろうか．この 2つの文にはどれも“我家”という
語句があるが，どちらが場所を表すか，どちらがもの
を表すかということについて学生が迷ってしまうこと
が予想される．この点について教科書では，紙面の制
限により詳細な説明ができない．これは，教員が授業
で詳細な説明をする必要がある．本稿の第 3章で紹介
する“小図形と大背景”の教授法は，上記の問題を解
決することができる．
3 ．教授法の提案
3.1　文法構造，情報構造8）における日中対照教授法
3.1.1　日本語における存在を表す構文の文法構造及び
情報構造
庵他（2000）は日本語における存在を表す構文につ
いて，以下のようにまとめた．
　＜存在文の語順＞
主語が新情報であるとき，
＜場所＞に（は）＜人＝主語＞がいる
＜場所＞に（は）＜もの＝主語＞がある
主語が旧情報であるとき，
＜人＝主語＞は＜場所＞にいる
＜もの＝主語＞は＜場所＞にある
上記の日本語における存在を表す構文の文法構造及
び情報構造と，中国語における存在を表す「有」，「在」
構文とを比較すると，以下のような対応関係になる．
中国語と日本語における表現の構文構造と情報構造
を比較することにより，図 3に示すように，日中の構
文構造と情報構造（述語の順序を除く）が基本的に同
じであることが明らかになった．したがって，日本人
学習者の「有」，「在」構文の誤用は，日本語における
存在を表す構文の文法的構造と情報構造について十分
に理解ができていないことによるものだと考えられる．
例えば，次のような例が挙げられる．
　例 1：书包里有一本书．
　　　　訳：鞄の中に本がある．
図2
 
図1 
 
 
図2 
中国語における存在を表す「有」構文：
場所+“有” +人/もの（新情報）
日本語における主語が新情報であるとき：
＜場所＞に（は）＜人/もの （新情報）＞がいる/ある
中国語における存在を表す「在」構文：
人/もの（旧情報）+“在”+場所
日本語における主語が旧情報であるとき：
＜人/もの（旧情報）＞は＜場所＞にいる/ある
図3
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　例 2：校园里有学生．
　　　　訳：キャンパスには学生がいる．
　例 3：香蕉在冰箱里．
　　　　訳：バナナは冷蔵庫にある．
　例 4：弟弟在厕所里．
　　　　訳：弟はトイレにいる．
上記の例について，述語の順序を除き，日中の文法
構造は基本的に同じである．また，情報構造について
も同じである．しかし，日本人学習者の日本語の存在
を表す構文に対する理解は無意識に形成されているた
め，なぜ聞き手にとって“本”と“学生”は新情報な
のか，“バナナ”と“弟”は旧情報なのかについて，
十分に理解できていない可能性があると考えられる．
これは日本語における情報構造について，盲点や誤り
があるためであろう．
3.1.2　情報構造の教授法
存在を表す「有」，「在」構文は一般的な教科書では
一年目の前半に取り扱われる．この時期の学生は，目
標言語である中国語に関する既習知識が限られてい
る．この段階においては，学生の母国語である日本語
の知識を用いて，目標言語である中国語の理解を手助
けすることが効果的な教授法であるといえる．また，
母国語である日本語を再認識する機会になることも期
待できる．ここで，気づき（noticing）という認知心
理学的メカニズムを用いて，学生の日本語と中国語に
対する感性を養うとともに，学生の言語的特徴に注意
を払い，吸収するように指導する．
この情報構造の教授法では，まず日本語で存在を表
す例文を 3つから 4つ挙げ，学生にその文法構造，情
報構造をまとめてもらう．次に，学生が日本語でまと
めた文法構造，情報構造と中国語の文法構造，情報構
造を比較し，両言語の類似点への気づきを促す．
例 5：5-1.教室に学生がいます．
　　　5-2.机の上にテキストがあります．
　　　5-3.この部屋には一台のテレビがあります．
手順 1学生に質問する．上記の日本語の例文を通して
存在を表す日本語の文法構造，情報構造をまとめても
らう．教員が提示するのではなく，学生が自ら下記の
ように構文構造をまとめる．
　＜場所＞に（は）＜人/もの（新情報）＞がいる/ある．
　この方法は，Krashenの「i + 1」言語input9）方法
に基づいている（「i」は学習者の現在のレベルを示し，
「1」は「i」よりわずかに高いレベルを示している）．
この言語input方法は，学習者の興味とモチベーショ
ンを刺激することができる．
手順 2学生に上記 3つの例文の“学生”，“テキスト”，
“テレビ”の共通点を考えさせる．学生から「全て名
詞である」という答えがあがったら，教員はその回答
は正しいと返答する．次に教員はこれらの名詞は聞き
手にとって，既知であるかどうかを尋ねる．この段階
で学生は回答に戸惑うことが予想される．その段階を
経た後，教員は聞き手が今まで知らない，人やものは
新情報であるという説明をする．
手順 3教員は学生に，中国語ではこのような場合は動
詞「有」を用い，構文は場所+“有”+人/もの（新
情報）となっていると解説する．
手順 4学生の理解度を確かめるため，学生に上記の 3
つの日本語の文を中国語に訳させる．
5-1’.教室里有一个学生．（教室に学生がいます．）
5-2’. 桌子上有一本课本．（机の上にテキストがあり
ます．）
5-3’. 这个房里有一台电视机．（この部屋にはテレビ
があります．）
「在」構文の説明は「有」構文を説明する時と，同
じ方法でよい．
まず学生に下記の 3つの日本語の存在を表す例文を
挙げる．
例 6：6-1.彼は教室にいます．
　　6-2.私のテキストは机の上にあります．
　　6-3.弟の携帯電話は部屋にあります．
手順 1存在を表す「有」構文を説明する時に，新情報，
旧情報という概念を説明したことを踏まえ，“彼”，“私
のテキスト”，“弟の携帯電話”は聞き手にとって，新
情報か旧情報かと学生に質問する．学生は“彼”，“私
のテキスト”，“弟の携帯電話”が聞き手にとって，旧
情報だと答えることが予想される．
手順 2“すばらしい．正解です．”と教員が学生を称
賛する．さらに教員は学生に，中国語ではこのような
場合は動詞「在」を用い，構文は人/もの（旧情報）
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+“在”+場所となっていると注釈を加える．
手順 3学生の理解度を確かめるため，学生に上記の 3
つの日本語の文を中国語に訳させる．
　6-1’.他在教室里．（彼は教室にいます.）
　6-2’. 我的课本在桌子上．（私のテキストは机の上に
あります．）
　6-3’. 弟弟的手机在房间里．（弟の携帯は部屋にあり
ます．）
最後に，学生に“桌子上有一本书（机の上に本があ
る．）”と“书在桌子上（本は机の上にある．）”にある
2つの“书（本）”は違う．前者の“书（本）”は上記
のように新情報で，後者の“书（本）”は旧情報であ
ると確認を行う．
3.2　小図形大背景の教学法10）
認知言語学の 2つの基本的な概念は，すなわち図形
（figure）と背景（ground）である．人々が 2つの物
体の空間関係を感知するとき，常にひとつの物体を注
意対象として，もうひとつの物体をこの注意対象の参
照物としている．通常は注意する対象を「図形」と名
付け，参照物は「背景」と呼ばれる．このような認識
方法は，文法の分野では一般的に大きな物体を背景に，
小さな物体を図形にして形成されている．中国語の存
在を表す構文では，「有」構文は「背景から図形」と
いう順序となる．一方「在」構文は「図形から背景」
の順序となる．日本語の存在文にも同様の配列がある
（図 4）．
日本語には後置語「～に」あるいは「～には」があ
るが，中国語は日本語ほど場所を表す助詞が発達して
いない．そのため，学生はこのような 2つの穴埋め問
題に遭遇した場合，例えば，“我家（　）一只猫．”と
“我家（　）仙台．”8）という穴埋め問題において2つ
の文中の“我家”はそれぞれどちらが場所を表すか，
どちらがものを表すか分からなくなる場合があるだろ
う．この時，上記の公式を使うと便利だと考えられる．
つまり，“我家（私の家）”（大背景）＞“猫”（小図形），
この時の“私の家（私の家）”は場所を表し，“有”を
使う．“我家（私の家）” （小図形）＜仙台（大背景），
この時の“我家（私の家）”はものを表し,“在”を使う．
上記の「家」のような名詞は，中国語では文字通り
「場所」であるか「もの」であるかは判断できないと
考えられるが，「大背景」と「小図形」の関係はその
問題を解決できるだろう．
4 ．終わりに
本稿は東北大学の学生を例にして，日本人学生の存
在を表す「有」と「在」構文についての誤用のパター
ンをまとめ，その原因を分析した．さらに，日本にお
ける存在を表す文法構造，情報構造などの比較を通じ
て，日中両言語の類似点を見つけ，その上で日中対照
教授法を提案し，この教授法について検討した．
第二言語習得研究における母国語の負の転移理論で
は，習得過程においては第二言語学習者が目標言語の
ルールに慣れていないために母国語に依存し，母国語
の言語意味と文法形式が間違って目標言語に転移する
傾向があることを指摘している．本稿の考察によれば，
学習者の母国語に対する理解は，しばしば言語感覚，
つまり，自然に形成される言語システムによるもので
あり，その中には母国語の文法に対する盲点や誤りが
多く隠れている可能性がある．言い換えれば，学習者
は母国語の規則への理解の不十分であるため，負の転
移を生じると考えられる．これは本研究のひとつの仮
説であり，その有効性は次の研究課題とする．
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中国語における存在を表す「有」構文：
場所（大背景）+“有” +人/もの（小図形）
日本語における主語が新情報であるとき：
＜場所＞（大背景）に（は）＜人/もの（小図形）＞
がいる/ある
中国語における存在を表す「在」構文：
人/もの（小図形）+“在”+場所（大背景）
日本語における主語が旧情報であるとき：
＜人/もの（小図形）＞は＜場所＞（大背景）にいる/
ある
図4
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注
1）  本稿における存在を表す「有」，「在」構文は，それ
ぞれ「有」，「在」を述語として構成された文である．
2）  張軼欧は存在を表す「在」と「有」の構文を存現文
と呼び，扱っている．
3）  張軼欧（2015）は，学習者が学んだ英語の影響を受
けて，通常，時間，場所，程度，範囲，方式などの
状況を述語の後に置くと指摘している．ここの「日本」
は筆者がこの論文の考察の対象が日本人学習者であ
ることによって加えたものである．
4）  文中の「課」は授業中の課題を表し，「試」は試験問
題を表す．
5）   この文は日本語を中国語に訳す文で，その日本語文
は「あそこに二匹の猫がいますが，どちらがあなた
の家の猫ですか？」であり，この文の後文は，本稿
で考察する対象ではないため，省略する．
6）  注 5 と同じである．
7）  原文は“主語＋「ある」＋（数量表現）＋目的語”
を紹介し，「你有时间吗？（あなたは時間あります
か？）」，「我家附近有一个图书馆．（私の家の近くに
図書館があります．）」を例として挙げた．
8）  庵等（2000）が「「話に初めて出てきた」と新情報、「話
に既に出てきた」と旧情報はほぼ同義」だと指摘し
たことを参考にし，学生の誤用分析及び教授法の提
案について展開する．
9） 「i＋1」は白畑知彦他著『英語教育用語事典』（136頁，
2015年，大修館書店）の記述によれば，S.Krashenの
用語．学習者の現在の言語能力レベルをiとして，そ
のレベルを少し超えた（プラス 1）言語項目を含む
インプット（input*）．学習者はプラス 1にあたるイ
ンプットをコンテクストやその他の助けを借りなが
ら理解する．このような理解のプロセスが言語習得
を促進すると考えられている．しかし，何がiで，何
がプラス1になるのか具体的に定義されていないとい
う問題が指摘されている．本稿では，学習者の現在
の母国語の言語能力レベル（存在を表す構文）をiと
して，そのレベルを少し超えた言語項目（新・旧情
報構造）をプラス 1言語項目と定義する．
10） 「大背景小図形教育法」の「大」と「小」は，筆者が
学習者にその教育法をよりイメージしやすくするた
めに入れたものである．
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